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上 天 草 総 合 病 院 理 念 

信頼される地域医療 
基本方針 

1．私達は患者様中心の医療をめざします。 
2．私達は、地域に根ざしたこころあたたかな医療を提供します。 
3．私達は、患者様に快適で安全・安心な医療を提供します。 
4．私達は、退院後も安心して療養できる病院をめざします。 
5．私達は、常に自己研鑽に努め、医療水準の向上に励みます。 
6．私達は、健全な病院経営をめざします。 
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皆 さま、初めまして。熊本大学病院小児科で教

室会議議長を務めています坂本と申します。 

今年度から上天草市立上天草総合病院からの御要請を

いただき、当小児科から週2回の小児科医師を派遣さ

せていただくこととなりました。現在は、毎週火・木

曜日の午前9時から一般小児科外来を担当させていた

だいております。毎回、新進気鋭の若手からベテラン

医師まで幅広いニーズに対応できるようにと考えてお

ります。その場で診断や対応が難しい場合には、各専

門の先生に相談することで適切な対応ができるように

体制を整えています。 

一 般小児科外来では、通常の日常診療が中心と

なりますが、時に重大な病気が隠れている場

合もあります。このような場合は、私どもの大学病院

が診断と治療の中心となっています。特に私どもの大

学病院小児科の特徴は先天性代謝異常症といわれる先

天性の病気に力をいれている点です。日本中で一般的

に行なわれている新生児タンデムマススクリーニング

に加えて、通常では診断が難しい病気（ポンペ病、

ゴーシェ病、ファブリ病など）についても診断を行っ

ています。また、小児外科との連携も強く外科疾患の

内科的なサポートも行っていますので、何かあればご

相談ください。さらに、大学では肝臓の専門家が常駐

しており、肝不全や劇症肝炎の児については血液透析

などで対応し、生体肝移植につなげるような橋渡しの

役割も担っています。循環器疾患についてはこれまで

熊本市立熊本市民病院の小児循環器科を中心として診

療していただいておりました。ご存知のように昨年の

熊本地震の影響で、市民病院では手術やカテーテル検

査が施行困難となったため、現在、大学病院で手術や

検査を受けることができる体制を整えています。市民

病院の小児循環器専門の医師、心臓外科医師の方々が

大学病院で検査・治療を行っていただいていますの

で、心疾患が疑われるような患者さんについても、あ

る程度の対応が可能な状態です。天草地域の連携とし

ては、天草市にある天草地域医療センターにも当科か

ら小児科医師を派遣しており、スムーズな連携が可能

な状態です。 

良 い点ばかりを述べましたが、上天草総合病

院での診療は週に2回のみであり、天草地方

の小児医療のニーズに十分に対応できるかについて

は、正直不安な点もあります。地域医療への貢献の一

環として、いかに効率よく正確に上質な医療を提供で

きるかについては、新たな挑戦という側面もあると感

じていますが、是非ともご要望やご指摘を躊躇なくお

寄せいただければと思っております。小児医療の発展

と小児科医師の成長のために先生方にも一役買ってい

ただけますと幸いです。 

これからどうぞよろしくお願いいたします。 

  

          小児科外来の紹介 

  熊本大学医学部附属病院  

   小児科 助教  坂本 理恵子 
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昨年に引き続き、上天草総合病院地域連携会議を平

成29年6月15日19時から当院6階講堂で行いました。 

今回は大矢野地区、松島地区の医療福祉関連施設の

方々を対象に集まっていただきました。 

今回の会議では、当院の入院患者で身寄りのない事

例を通して意見交換することを意図したものです。 

自己紹介の後、社会福祉活動専門員小田氏（上天草

市社会福祉協議会）から「権利擁護について」の解説

がありました。続いて、堀江（当院地域医療支援課）

より「金銭管理に問題があった事例」の発表がありま

した。 

事例は、当院入院後、自宅退院を希望されるも、実

際には困難な身寄りのない患者さんに院内外の多職種

にわたる連携が行われ、対応した経緯が示されまし

た。結果的には退院に至らなかったケースでしたが、

判断力が低下しつつも、金銭管理は自分ですることを

譲られないため「地域福祉権利擁護事業」や「成年後

見制度」の利用ができなかった難しい事例でした。 

様々なサービスがあっても、本人の希望がない限り

利用できないという今回のような事例は、医療福祉の

奥深さを感じさせるものでした。 

ご参加いただいた方々からも上天草市における成年

後見制度の現状等、貴重な意見がありました。 

その後、各施設の利用状況（空き状況や待機状態）

を報告して頂き、今回の連携会議を終了しました。 

昼間の仕事の後にも拘らず、多くの方々にご参加い

ただきました。ありがとうございました。 

平成29年度第1回上天草総合病院地域連携会議を開催して 

地域医療支援課部長  福田 誠 

上天草がんサロン「アクアマリン」 

ナイトサロンのご案内 

      日 時：平成29年7月28日 (金) 19：00～21：00 

      場 所：松島総合センター「アロマ」研修室 

        
 がんサロンは、がん治療を行う患者様やそのご家族が安

らぐために作られた空間です。がん医療に対する情報交換

や、不安や孤独化を緩和することができます。また、同じ

境遇の方々との対話を通して、よりよく過ごすきっかけを

見つけていただく場としてご利用ください。 

 上天草がんサロン「アクアマリン」は、毎月第4金曜日の

13:30～15:30に上天草総合病院で開催しています。しか

し、日中の仕事や遠方で参加が難しい声もあるため、年に

数回、夜のサロンを開催しております。 

 参加ご希望の方は、下記の連絡先まで事前の連絡をお願

い致します。 

 

 連絡先・問合せ  

     上天草総合病院 地域医療支援課 

     上天草がんサロン事務局担当 東矢義光 

           TEL 0969-62-1122 

 



 

-3- 

編集後記 

○梅雨に入り、ジメジメとすっきりしない天気に気分も滅入りそうになります。さて、我が家の畑にイノシシが出

現しました、ここ2週間で3度も。対策をしても、イノシシの鼻？角？で入り口をこじ開けて侵入してきます。収

穫間近のかぼちゃは、イノシシに奪われてしまいました。あの手この手を使ってイノシシと人間の知恵比べ奮闘

中です。（森口） 

医療施設の皆様の勉強会・研修会への参加をお待ちしています。 

参加申し込み・内容等については、地域医療連携室『TEL0969-62-1122（代表）』までお問い合わせ下さい。 

DMATとは、災害派遣医療チーム（Disaster Medical 

Assistance Team）の略で災害急性期に活動できる機

動性を持ったトレーニングを受けた医療チームです。 

熊本地震では全国から多くのDMATが駆けつけ活躍し

ており、上天草総合病院からも出動し益城体育館で活

動しております。 

今回のチームは医師1名、看護師2名、業務調整員1

名のメンバーで構成されています。 

平成29年5月17日から5月20日までの4日間兵庫県災

害医療センターでDMAT隊員養成研修を受講してきまし

た。全国から総勢57名の参加でした。 

毎日、朝8時から開始して終わるのは夜の7時を超え

る大変ハードなものでした。 

研修内容は基礎の座学で頭に詰め込み、災害現場想

定のシミュレーションでは、様々な想定を色々なチー

ムと連携しながらディスカッションを行いました。 

特に炎天下で防護服を着用の模擬訓練では、刻々と

状況が変わる中でシミュレーションの様にうまくはい

かず心身ともに疲労困憊でした。 

また、夕食時には「あの時どうしたらよかったの

か？」「誰がどういう動きをするのか？」など議論に

発展したり、課題をこなしたりとまったく休まること

のない4日間でしたが、その甲斐もあり試験を無事合

格し研修を修了しました。 

災害には、地震や土砂崩れなどの自然災害やテロや

交通事故などの人為災害があり、いつ起こり巻き込ま

れるか分かりません。 

上天草総合病院は熊本県に13ある災害拠点病院に指

定されています。今回の研修でDMAT隊員登録されまし

たが、今後も訓練や研鑽を積み、有事に備えDMATとし

て役割を果たしていきます。  

 

研修会・勉強会の行事予定表 

７月５日（水） 学研・基礎研修）安全な吸引・吸痰を行うための手技とコツ １７：３０～ 当院６階講堂 

７月１３日（木） 糖尿病教室 

 1. 糖尿病の合併症について（透析にならないために） 

                代謝内科  守田雄太郎 
 2. 運動療法 
 3. 食事指導 

１３：１５～ 当院６階講堂 

７月１８日（火） 接遇勉強会 １８：００～ 当院６階講堂 

７月１９日（水） 学研・中堅研修）排尿ケアの質を高め、患者のQOLを高める 

        適切な排尿ケア実践を学ぶ 

１７：３０～ 当院６階講堂 

７月２８日（金） がんサロン １９：００～ アロマ 

ＤＭＡＴチーム結成 ～研修を終えて～ 

臨床検査技師  片山 卓也 

研修修了で疲れきった顔の新生チーム  

懇親会で試験の結果発表  

優秀賞に選ばれました 
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7 月  診 療 案 内 

 月 火 水 木 金 休 診 日 
       

 

内   科 
  代謝内科 

  消化器内科 

  呼吸器内科      

樋口 定信 

和田 正文 

古川 祥太郎 

熊大代謝内科 

和田 正文 

溝部 孝則 

古川 祥太郎 

前田 幸佑 

樋口 定信 

担当医 

古川 歩生  

中村 太造 

樋口 定信 

溝部 孝則 

和田 正文 

守田 雄太郎 

溝部 孝則 

古川 歩生  

担当医 

樋口／古川(祥) 

（隔週交代） 

 

 ※7/6㈭の守田医師の外来診療は休診となります。  

循環器内科  石井 正将 － 古川 祥太郎 － 西原 大貴 7/28㈮ 

小児科  － 熊大 － 熊大 － 
 

外科・肛門外科  
消化器外科 福田 誠 城野 英利 

福田 誠 
 ／ 

蓮尾 友伸 
城野 英利 

福田 誠 
 （2.4） 
 ／ 

城野 英利 
（1.3.5） 

 

整形外科  
藤松 晃一 上原 悠輔 藤松 晃一 

【午後2時～】 

 林田 一公  

（井戸川 友樹） 

（胤末 亮） 

藤松 晃一 

 

※毎週木曜日（予約制）は午後2時から午後5時まで診察を行います。 
※毎週火曜日の診療開始は10時20分から、受付は11時までとなります。 

産婦人科    姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 姫野 隆一 
7/14㈮ 

  

耳鼻咽喉科   － 熊大 － 熊大 熊大 
 
  

眼科  粟井 麻衣子 竹下 哲二 竹下 哲二 竹下 哲二 竹下 哲二 
 

※午後は、検査の予約外来です。ただし、月・水曜日は手術日です。 

皮膚科 － － － 尹 浩信 － 
 

泌尿器科 － 小川 愛一郎 － － － 
 

超音波・ 
内視鏡センター 

蓮尾 友伸 

城野 英利 

古川 歩生 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

古川 歩生 

城野 英利 

和田 正文 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

古川 歩生 

蓮尾 友伸 

福田 誠 

城野 英利 

 

歯科・口腔外科  福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博 福田 敏博  

※午後は、１時～４時３０分まで受付けます。 

※7/6㈭の外来診療は予約の方のみとなります。 

※診療受付時間は午前８時３０分～１１時３０分まで行います。 

※脳神経外科は月２回（第２、第４水曜日）の午後２時より診療を行います。（予約制） 

※歯科口腔外科は月～金の午後も診療を行います。 

教良木診療所 応援 担当医 中村 太造 応援 応援 

樋口 定信 
／ 

古川 祥太郎 
（隔週交代）  

御所浦診療所 応援                       
竹下 哲二 
（午前） 

    


